
為せば成る為さねば成らぬ何事も
な な な な な に ご と

今年もあと一ヶ月、何かと気忙しい季節となってまいりました。
11月は学校開放月間ということで、初めての取組として、授業参観に合

わせて、コミュニティ－センターで活動する“とけい草”の皆さんの作品
（書道、パッチワーク、和服の洋服へのリフォーム、絵手紙など）を多目
的室に展示させていただきました。いずれの作品も思いのこもった力作ばかりで､皆さんの“生涯学習”
への“熱量”が伝わり感動いたしました。また、絵手紙作品には、つながりクラブの児童たちが手話で
取り組んでいる曲｢花束をあなたに｣を、野趣溢れる筆致の絵と書で描いてくださった作品もありました。

さて、あるテレビ番組のこと。佐賀県に住む海苔漁師の徳永義昭さんという方が、ピアノ経験のある
人なら誰もが知っている超絶技巧ピアノ曲、フランツ・リスト作曲「ラ･カンパネラ」を、楽譜も読めな
い全くの未経験者でありながら、一つ一つ音を拾い指に記憶させる方法で練習し続け、憧れのピアニス
ト フジコ･ヘミングの前で演奏する夢を叶えたというものでした。
フジコさんの弾く「ラ・カンパネラ」を聞いて、「ああ…この曲を弾いてみたいな」との素朴な思いか

らの始まりだったそうです。ピアノ講師をしている妻は、「この曲を弾きたい」という夫の無謀な夢を、
「バカなの？ 絶対に無理！」と思ったといいます。しかし、一度こうと決めたら何事も徹底してやる
のが、徳永さんの性格。｢ラ･カンパネラ｣を演奏するには、4073ヵ所の鍵を叩く必要があるといいます。
4～5秒程度をワンフレーズに区切り、毎日、右手で2時間､左手で2時間､両手で4時間､計８時間。それ
を10年間続け、途中、骨折するアクシデントにも、ギブスを巻かず練習に励みマスターしたそうです。
演奏を聞き終えたフジコさんは｢ブラボー！｣と喝采し、｢コンサートの前座として大観衆の前でも演奏

して｣と誘いました。徳永さんは｢他人に聞いてもらうために練習していたのではない｣と固持したそうで
すが、フジコさんの言葉に背を押され、それに応え見事に演奏をやり切ったというものでした。その苦
労は想像もできませんが、“為せば成る、為さねば成らぬ何事も”、という言葉があるように、できそう
もないことでも、強い意志をもって、その気になってやり通せば必ずできるということに改めて気づか
せてもらった､まさに“衝撃映像”でした。フジコさんの前で「ラ・カンパネラを弾きたい」という素朴
な思いに駆られ始めたピアノ、それも独学で、生涯学習の最たるものです。
人はいくつになっても学び続けることが大切だということですね。見習いたいものです。

校報 絆 （きずな）〈令和４年１２月号〉

〈合言葉〉「みんなでつくる みんなの“安小”」

〈めざす学校の姿〉

子供たちが自慢したくなる学校 紀の川市立安楽川小学校

家庭や地域から信頼される学校 令和４年１２月１日

活力ある地域コミュニティづくりに貢献する学校 文責：校長 原 寿宏

◆桃源郷駅伝競走大会◆

11/19（土）、絶好の駅伝日和の

下、学校を代表する児童たちが桃

源郷運動公園外周コースを駆け

抜けました。並み居る強豪に食ら

いつき、女子チーは７位入賞を果

たしました。また、男子チームも入

賞は逃しましたが、最後まで一生

懸命に全力を出し切りました。

◆食育セミナー◆

６年生が、「地場産

物を使った給食レ

シピを考える」授業

の一環で、生産者

の方から野菜作り

への苦労や工夫、熱い思いなどを伺いました。

◆ 福祉について学びました！◆

４年生が｢住みよい暮らし

を考える｣授業の一環で、

障害ある人の生活につい

て学びました。また、車椅

子を押す体験も行いました。より障害者理解が進めばと思います。



12月の行事予定 （変更することがあります。）

◆緑育事業 ～「森林体験」を行いました！～◆

11/25（金）、５年生が日高川町（旧 中津村）で、植林と間伐について学び、間伐材を利用した工作、薪

割りなどを体験しました。この体験事業は、県民の皆様から納税いただいている「紀の国森づくり税」を財

源として、和歌山県が森林を県民共有の財産として守り育て、次世代に引き継いでいくことを目的に実施

している事業です。子供たちは、100年前に植林した人の思いや苦労にも触れ、“森の命”を感じていたよ

うに思います。また、機関車の木工や苔玉づくりなど、慣れない手つきながらも、次第に慣れて上手に完

成させていました。特に苔玉づくりでは、色んな植物を組み合わせ、おのおのに趣深い作品を完成させて

いました。

◆ ｢南紀熊野を満喫！」 ～思い出に残る修学旅行になりました～
６年生が10/27（木）・28（金）の両日、修学旅行を行いました。コロナ禍の折、県内への修学旅行が定

着してきていますが、本校ではコロナ禍を逆手にとって、「ふるさと和歌山」を知る絶好の機会と捉えてい
ます。初めて見る県内の絶景、豊かな自然と歴史の奥深さに、子供たちは心を動かされたようでした。

１（木）登校観察 マラソン試走 12（月）読み聞かせ(高学年)
３（土）育友会「巨大迷路」(13～16時) 15（木）登校観察

｢ランタンナイト｣(16～18時) 19（月）しめ縄づくり(5年)
ジュニア駅伝選手選考会(9:30/桃源郷) 20（火）～22（木）個人懇談(2者)【13:00下校】

５（月）読み聞かせ(低学年) 人権教室(4年) 23（金）終業式 給食あり【13:00下校】

８（木）校内マラソン大会【荒天中止/予備日なし】 ◆冬休み◆ 12/24（土）～1/9（月）

10（土）･11（日）那賀地方美術展 ◆３学期始業式◆ １/10（火）

(9～16時/西貴志小) 給食あり【14:00下校】

◆スクールカウンセラー来校◆

５（月）･16（金）


